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下大和田・小山町谷津田だより －2022 年 ４月号 No.242 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第 266 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2022 年 ３月 ６日（日）晴れ  報告：田中正彦 
卵塊の最終カウントと春の花の観察をメインに谷津田を散策しました。 その結果、ＹＰＰ田んぼに 123、

マイ田んぼに 127、花澤さん西の田んぼに 21、東の田んぼに 135 の合計 406 個の卵塊を確認しました。孵化し

ている卵塊が多く見られ、オタマジャクシとなって泳ぎだしている個体もありました。最後に実体顕微鏡で発

生途中の胚を観察しました。  

参加者２５名（大人１７名、専門学校生１名、高校生１名、小学生３名、幼児３名） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第 274 回 下大和田ＹＰＰ「米つくり説明会＆野草摘みの会」2022 年３月１９日（土）晴れ  報告：平沼勝男  
 今年、初めてお米つくりに参加される３家族に加えて、昨年のお米つく

り参加者、マイ田んぼの人たち、スタッフなど総勢 39 名が谷津田に集まり

ました。 お米講座説明会と野草摘みの２グループに分かれそれぞれスター

ト。お米講座説明会は初参加者の皆様に谷津田とは何か、注意事項、お米

つくりについて、持ち物についてなどを説明。春の野草摘みのグループは

谷津田を散策し、ノビル、ニワトコ、ツクシ、ミツバ、セリなど谷津田に

自生する春の野草を摘んで楽しみました。来週の種まきに使う種もみをお

渡しして解散しました。  

参加者３９名（大人２５名、中学校２名、小学校１０名、幼児２名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

 森と水辺の手入れ「畦の補修」 2022 年 ３月２０日（日）晴れ        報告：平沼勝男  
来週から始まるお米つくりを前に、本格的な畔の補修をしました。畔は毎

年傷んできていますが、ここ１・２年はこれまでとは比べることができない

ほど酷い状態です。その原因はイノシシです。１～４頭のイノシシが現れて

は畔をほじくり返し、崩してしまします。大雨が降ると崩れた部分が流され

てしまい、荒れ果ててしまいました。酷いところは畔が消失しています。 作

業内容は１月 16 日の森と水辺の手入れと同じです。作業者は前回 1 月 16 日

の作業を経験した人が多くいた為、手際が良く早めに終わることができまし

た。余った時間で、昨夜の雨のおかげで多量に出てきたシイタケ取りを楽しみました。  

参加者１７名（大人１２名、中学生２名、小学生３名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第 275 回 下大和田ＹＰＰ「苗床づくりと種まき」 2022 年３月２６日（土）くもり報告：平沼勝男

田んぼ作りの第一歩、「苗床つくりと種まき」をしました。まずは参加者を今年

初参加のグループと、そうでない人のグループに分けました。初参加のグルー

プは田んぼの中の歩き方の練習です。最初は浅い田んぼ、慣れてくると深い田

んぼにも入りました。あまりの深さで驚いた方もいたのではないでしょうか。

もう一方のグループはクワやレイキ、スコップを使って泥を寄せての苗床

つくりです。水面から３㎝を目標に作りました。初参加グループも合流し

て出来上がった苗床に全員で種まきをしました。種もみの種類は「コシヒ

カリ」「水稲農林１号」、古代米の「緑米」「赤米」「黒米」の計５種類。ま

き終わるとビニールテントを張って終了となりました。 

参加者４０名（大人 24 名、専門学校 1名、高校生 1名、中学生 1 名、小学生 12 名、幼児 1名） 

＜小山町での活動＞ 

☆３月期の活動   

○ 小学校の子どもたちからお礼のお手紙とお米を頂きました。        報告：たんぽぽ 
令和３年の小学校田んぼもコロナ禍の影響を受けて、稲刈りや味噌仕込みに中止や変更が出てしまいましたが、

喜ばしい事に、両校とも豊作でした。そして３月に、こんなお米作りを修了した子どもたちから、丹精込めて作ら

れたお米とともに素敵な声が届きました。大椎小からは感想文集に、あすみ小からは可愛いコメントカードに、感

謝の気持ちと喜びの声がぎっしり詰まっていて、私たちも、心がとても暖かく、嬉しくなりました。みんなの気持

ちを受け取って、これからも頑張って行きますよ。 



○第 202,203 回 小山町 ＹＰＰ「田作り(苗代作り１・２)」３月 26 日（土）,４月２日（土） 
３月 26 日、小山谷津最初の苗代作りが始まりました。小学校田んぼ用のコシヒカリと、YPP 田んぼ用のコシヒ

カリ、古代米(黒米,赤米)、それぞれの苗代、計５本と、翌週の４月２日には YPP 田んぼ用の緑米の苗代を作りまし

た。何れの日もご近所団体さんから見学者が来られました。また、何れの日も、一粒万倍日＋天赦日にあたり、縁

起も良いお日柄の様ですので、豊作に向けた良いスタートが切れたのではないでしょうか？ただ、早くも暴君カモ

の番が飛来しているので、厳しい戦いも予感されます！気を引き締めて頑張ってまいります！ 
 3/26 日；参加４名＋見学者２名、4/2 日；参加４名＋見学者３名、（何れも大人） 報告：赤シャツ親父 

 

【谷津田・季節のたより】 

＜下大和田町＞ 報告：田村光範 
３月  ・下大和田の谷津田にはウグイスの鳴き声が響き渡り、畔には野草が芽吹き土色から緑色に衣替え。

田んぼは苗づくりの準備が始まりました。 

・田んぼの中ではアカガエルのオタマジャクシやドジョウも出てきて元気に泳いでいます。シュレー

ゲルアオガエルも冬眠から目覚めて鳴き声が聞こえるようになりました。日に日に暖かくなってき

て谷津田は春の訪れを感じます。 

＜小 山 町＞  報告：たんぽぽ 

３月２日 ウグイスの初鳴き、昨日までのたどたどしさ一転、小山のあちこちで綺麗に響く。 
５日 春一番。花粉も舞う。 22 日気温がぐっと下がり霙降る、翌朝(23 日)は田んぼに薄氷。 
26 日 最初の苗代作り。シュレーゲルアオガエルの初鳴き響く。 

 
【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
＜下大和田谷津田＞        

・森と水辺の手入れ 

日 時：2022 年 ４月１７日（日） ９時 45 分～１２時 雨天中止 

内 容：イノシシと大雨で傷めつけられた畔（あぜ）の補修を行います。 

持ち物：マスク着用、長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  
参加費：無料 

・第 276 回 ＹＰＰ「田おこし」 

日 時：2022 年 ４月３０日（土）９時 45 分～１２時 

内 容：5 月 7 日の田うえに備えて、コシヒカリ田んぼの田おこしを行います。田おこしが終わった田んぼで

「谷津田運動会」を実施します。 

持ち物： マスク着用、長袖長ズボンの服装、田んぼ用長靴、帽子、ゴミ袋、飲み物、弁当、敷物 

参加費：米づくり年間参加者以外 300 円（小学生以上）※持ち物は以下の 5月 7 日の田うえ作業も同じです 

・第 268 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 
日 時：2022 年 ５月 １日（日）９時 45 分～１２時 雨天決行 
内 容：緑深まる晩春の谷津田。盛んに飛び回るチョウやトンボなどを観察しながら谷津を巡ります。 
持ち物：マスク着用、筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴(通常の)、帽子、あれば双眼鏡、ゴミ袋、 

午後も活動する方は弁当、敷物 
参加費：100 円（小学生以上） 
・第 277 回 ＹＰＰ「田うえ」 

日 時：2022 年 ５月 ７日 (土)  ９時 45 分～１4時 雨天決行 
内 容：3月 26 日に苗床に播種したコシヒカリ、農林 1号、赤米、黒米、緑米の苗を田んぼに植え付けます。 

参加費：米づくり年間参加者以外 300 円（小学生以上） 
 

＜小山町谷津田＞ 

・小山町 ＹＰＰ「苗代作り２」および苗代の保全等  
４月２日(土)、小学校田んぼと YPP 田んぼの苗代作りを行いました。４月は毎週土曜日に保全作業を行

う予定です。 
※ 一般の方の参加も若干名受付ます。 

参加ご希望の方は、tomizo_i@nifty.com 赤シャツ親父 までご連絡下さい。 
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